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 一人は万人のために！ 

万人は一人のために！ 

共同の輪を横浜市大に 

広げよう！！ 
横浜市立大学生協マスコット 

ラッピー 

公示 下記の要領で通常総代会を開催します。 

日時〆２０１１年５月２６日（木）１８〆００～２０〆００（予定） 

会場〆横浜市立大学金沢八景キャンパス シーガルセンター３階 

議案〆第１号議案 ２０１０年度事業報告々決算関係書類等承認の件 

   第２号議案 ２０１１年度事業計画および予算決定の件 

   第３号議案 第３期ミッション々ビジョン々アクションプラン策定の件 

   第 4号議案 役員報酬決定の件 

第５号議案 定款変更の件 

第 6号議案 議案決議効力発生の件          

第 7 号議案 役員選挙の件       

 

〒２３６－００２７ 横浜市金沢区瀬戸２２－２ 

aaadfafasdashttｈｔｔｓｄｆｊｌｓｊぁｄ 

hthhｈｔｔｈｓｄｆｊｋｌｓｄ 

横浜市立大学生活協同組合 

〒２３６－００２７ 横浜市金沢区瀬戸２２－２ 

http://www.ycucoop.or.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｐ. １  はじめに 

２  第１号議案 ２０１０年度事業報告々決算関係書類等承認の件 

９  第２号議案 ２０１１年度事業計画および予算決定の件 

１３  第３号議案 第３期ミッション々ビジョン々アクションプラン策定の件 

１８  第 4号議案 役員報酬決定の件 

    第５号議案 定款変更の件 

２１  第 6号議案 議案決議効力発生の件          

    第 7号議案 役員選挙の件 

２２  ２０１０年度決算報告書 

４０ 監査報告書 

４１ 総代会へのメッセージ 

総代会とは？ 
大学で生活する学生々院生々教職員は、自ら出資金を出すことで生協の組合員

となることができます。市大生協は、組合員のみなさんに生協を利用してもらう

だけでなく、運営に参加していただくことを大切にしています。 

 年に１回、昨年に生協が何をやってきて、今年何をやろうとしているのかを組

合員に報告々決定してもらう場が「総代会」です。生協の最高議決機関でもあり

ます。 

 横浜市大生協では約７〃０００人の組合員がいますが、その中から代表（総代）

を選びます。総代は総代会での議決権を持ち、意見や要求を言うことが出来るの

です。もちろん総代会には、組合員であればオブザーバーとして参加できます。 

互助会を前身とした横浜市大生協は、１９６１年に生協法人化され今年で５０周年

を迎えました。この間、多くの学生、教職員、関係者の皆さまに支えられ、生協は発

展してきました。そして生協が果たす役割も時代と共に変化し、形も変えながら今日

に至っています。 

２００４年から横浜市大生協は大学々地域に貢献できる生協を目指して「横浜市立

大学生活協同組合ミッション々ビジョン々アクションプラン」を策定し、横浜市立大

学に関わるすべての人々の豊かな人間性を育む生活と２１世紀を担う勉学研究活動を

支援するための事業活動を基本として実践してきました。２００８年度に策定された

「第２期ミッション々ビジョン々アクションプラン」は２０１０年度までとなってお

り、今年は次の第３期に入っていきます。５０周年という区切りの年の今年度総代会

では、今後の中期的な横浜市大生協の活動方向性も確認していきます。 
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＜３ページから＞ 

々2010 年度ビジョン々アクションプランに沿ったふりかえり 

＜６ページから＞ 

々各部門報告 八景々福浦食堂／八景店／福浦店  

＜２２ページから＞ 

々2010 年度決算関係書類 

々監査報告書  

 ここでは２０１０年度総代会にて議決された生協

の２０１０年度活動方針に対して、生協本部々店舗々

学生生協委員会々 総代がどのような活動をしてきたの

かを報告します。 

 

 また２０１０年度の決算、及びそれに対する監査報

告を承認していただきます。 
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ビジョン①【組合員の快適な食生活をサポートします。】 

○低価格のメニューを中心とした品ぞろえを目指し、組合員の快適な食生活サポートします。 

○店内レイアウトの工夫や、表示を分かりやすくすることにより、スピード出食々混雑緩和をはかり、

より利用しやすい食堂をめざします。 

○副菜の PR や食生活相談会を行い組合員に健康な食生活を提案します。 

●後期総代活動「これ食べカード」にて、組合員の意見を反映させたメニューを期間限定で提供しま

した。 

●食堂の混雑緩和のために、入口に店長の一押しメニューのポップ掲示を始めました。 

●組合員の食生活を応援するため、食堂入り口にて食生活相談会を開催しました。 

●食堂利用を促すために、食堂にて低価格のメニューを期間限定で提供しました。 

 

ビジョン②【組合員と共に環境活動を行います。】 

○リ々リパック回収率 UPのための活動やレジ袋の削減などに積極的に取り組みます。 

○節電々店舗内の室温調整などの事業運営する上での環境への配慮を行います。 

○環境マネジメントシステム（ISO14001）により、内部環境監査を推進、効率的な運営を目指します。 

 ●市大にて全国環境セミナーを開催し、全国 43生協から 202 人の参加がありました。 

●マイボトル々マイカップキャンペーンに取り組み、組合員の環境への意識の向上に努めました。 

●リユース市を開催し、26 品の物品を回収し 35人の新入生に物品を提供しました。 

●ビアガーデンにて環境班がリ々リパックに関しての広報を行いました。 

 

これ食べカードの結果採用された「水越さんのオムライス」 食堂の販売促進ポスター 

マイボトル々マイカップキャンペーン ポスター 
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ビジョン③【組合員と共に社会々大学々地域へ貢献します。】 

○チョココ（ちょこっと社会貢献）募金、フェアトレードなどの平和活動に積極的に取り組みます。 

○八景店 UP での TOEFL の申し込みや、教科書販売などを通じて学生と大学のかけ橋となります。 

○組合員の社会貢献活動を推進するため、他団体と協力します。 

○横浜市大生協 50周年レセプションを行い、生協の更なる発展をめざします。 

 
●後期総代活動にてフェアトレードイベントを開催し、その後生協店舗に新たなフェアトレード商品

を入荷しました。 

●後期総代活動にて外部団体と協力し、古着々文房具を組合員から回収し発展途上国へ寄付しました。 

●前期々後期の開始の期間に教科書販売を行い、よりわかりやすい配置々掲示をしました。 

●大学と協力して、卒業式用の袴の貸し出しを行いました。 

 

ビジョン④【組合員のキャリア形成支援に積極的に取り組みます。】 

○3 年間かけて就職活動への準備をしていく「学びと成長プログラム」など様々なキャリア講座を開

設し、組合員の自己実現を支援します。 

○英会話講座 SpEED、英語学習書籍の充実を通して、組合員の英語学習支援に取り組みます。 

○ボランティア活動の紹介を行うなど、組合員に社会体験の場を提供します。 

 
●PC 講座や SpEED をはじめとしたキャリア講座を開催し、PC 講座には約 60 名の参加、「学びと成長

プログラム」には 23 名の参加がありました。 

●組合員のニーズに合わせ、生協店舗に英語学習書籍を充実させました。 

 

【後期総代活動】フェアトレード班制作の掲示物 

【後期総代活動】古着回収班の様子  
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ビジョン⑤【組合員の有意義な生活を支援します。】 

○各種チケット販売、旅行手配、自動車学校の申込、留学生支援などの学生生活を充実させるサービ

ス々商品を組合員のニーズに合った形で提供します。 

○「よこいちメール々WEB」や市大生協ホームページ、ブログをより学生が親しみやすいものにしま

す。 

○『市大取扱説明書』の発行や新入生歓迎パーティーなどを行い、新入生の大学生活に対する不安を

払しょくします。 

○『WE LOVE YCU！！』を発行し、組合員へ情報を発信します。 

○ビアガーデンなどの各種企画で組合員が楽しめる交流の場を提供します。 

 

●より多くの学生に見ていただけるように「よこいちメール々WEB」の広報に力を入れました。 

●新入生の新生活に対する不安を解消するため、『市大取扱説明書』の発行や新入生歓迎パーティー々

お茶会などを行いました。 

●新入生の新生活への支援として「住まい探し相談会」を開催し、約 170 人の新入生が参加しました。 

●『WE LOVE YCU！！』を発行し、学生目線の情報を発信しました。 

●ひとことカードを継続して行い、組合員の意見を取り入れました。 

 

ビアガーデンの様子 
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●八景購買書籍部＆FOODSHOP 

2010 年度の八景購買部々FOOD のテーマ（方針）は以下の点でした。 

★市大生々教職員に支持される魅力ある購買部々FOODSHOP を目指します！ 

★スタッフの力を活かし、ムリ々ムダ々ムラのない運営と接客重視の店舗を目指します 

 

（１）コンビニ基本４原則（①鮮度管理々②品揃え々③フレンドリーサービス々④クリンネス）に拘わ

った購買部の店舗運営を進めました。 

 

（２）販売の重点として食生活分野、新入生パソコンとパソコン講座、キャリア講座々教習所等の自己

開発分野の伸長を目指しました。 

々要望が多かったフードショップの閉店時間を 17〆00 から 18〆00 へ 1 時間延長しました。代わりに２F

購買部は利用が少ない時間帯を短縮にしました（18〆30 閉店→18〆00 閉店） 

々新入生パソコン販売の実績は 180 台 キャリア講座 80 名の参加がありました。 

々通学制教習所は大学から近い南横浜自動車学校を中心に利用がありました。 

々生協主催の学内公務員講座は今年中止しました。 

 

（３）組合員参加の取組み（読書マラソン々試食会々商品開発々学生企画の協力等）を進めました。 

々読書マラソンの 2010 年度参加数は 20名（合計で 48名参加）ありました。 

  年末には 100 冊読書突破の方は 1名出ました→5000 円分図書カードを贈呈しました。 

々秋の総代企画は購買部も積極的に協力をしました。 

①オリジナルグッズ開発企画→ヨッチーキューピー6月発売決定します。 

②フェアトレード商品の販売→東南アジア中心からの雑貨々食料品を期間限定で販売しました。 

売上は約 35000 円。展開にあたって東京農大生協へ学生と店長で見学に行きました。 

③リプトン商品対決→ミルクティが優勝、値引きセール行い好評を得ました。 

 

（４）購買部職員の研修等に積極的に参加し生協職員の「学びと成長」を図りました。 

々10/29 に近隣の横国大、明治学院大の生協購買部を見学（パート職員 11 名参加）し品揃え々企画取り

組みを参考にして改善を行いました。 

々FOODSHOP パート職員を定期的に研修に参加させ、販売手法等を学び実践しました。 

 

（５）その他 

々7月より横浜市大大学公式グッズ（ヨッチー商品他）取扱いを始めました。 

 

 

各部門報告 八景店／福浦店／八景々福浦食堂 
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●福浦購買書籍部 

＜各方針に対するふりかえり＞ 

１〄毎日利用していただける「店」をめざします 

→全体としては昨年より客数は若干減少しましたが、日により増えている日程がありました。 

  引き続き、毎日利用して頂けるお店を目指します。  

  明るい雰囲気を大切にし、しっかりとした接客ができるよう、対応してきました。 

２〄少しでも利益が確保できる「店」を目指します。 

→今年度は、昨年度より設備の費用が減少し、また効率化により人件費も減少し、 

  お店の利益（事業剰余）は増加しました。 

３〄働きやすい職場づくりをめざします。 

→職場内での毎日の朝礼、終礼の実施により、情報の共有化ができました。 

  また、シフトによる不在時での引継ぎは、引継ぎノートにより、共有化をはかりました。 

  教科書々教材の共同購入は、全員で協力することによって、対応することができました。 

 

＜2010 年度の業務報告＞ 

 セルフ分類〆パン、お弁当類、飲料の利用が増えました。 

 物販 分類〆研究費での物品の利用が減少しました。 

 トラベル 〆教習所の利用が増えました。近くの南横浜自動車学校の独自の特典企画も実施しました。 

 書  籍 〆教科書の利用は増えましたが、書籍全体としては減少しています。 

 

●食堂部門（八景食堂々福浦食堂） 

＜2010 年度のふりかえり＞ 

○八景食堂 

々毎月、企画メニュー（九州々沖縄フェア等）を実施し、一定の利用がありましたが、基本の定番メニ

ューが支持を集めました。 

々ソフトクリーム（150 円）販売開始しました。 

々冬に前年人気だったメニューのスンドゥブを復活しました。 

1々 月にカツカレーセールを実施（通常価格 400 円を 290 円で販売）選択率５割以上と好評な結果だった。 

々メニューを選びづらいとの声に応えて、おすすめメニューとして数品を選びアピールしました。 

々野菜を取りたいとの声に応えて、ピーク時限定の回鍋肉、豚塩野菜炒めを販売開始しました。 

○福浦食堂 

々定食の値下げを掲げましたが、2010 年度中は実施できずにおわりました。 

（2011 年 4 月から定食Ｍサイズを３０円値下げしています） 

々夏は冷たく、冬はあたたかい、おすすめ麺系メニューを強化しました。 

々人気メニューのスンドゥブを復活しました。 

々1月にカツカレーセールを実施しましたが、選択率は３割と八景食堂には及びませんでした。 

 

※２０１０年度決算関係書類々監査報告書は２３ページ以降に掲載しております。 



2010年度決算 八景 八景 福浦 福浦
購買書籍部 食堂部 購買書籍部 食堂部 本部 合計

総供給高 369,708 81,952 167,062 49,845 0 668,574

　供給値引高 4,321 0 7,211 0 0 11,532

供給剰余高 56,828 40,761 25,853 25,543 0 148,985
　利用収入 7,720 7,720
　共済収入 2,101 2,101
供給利用総剰余高 56,828 40,761 25,843 25,543 9,821 158,806

分担費 4,876 1,273 2,251 754 6,013 15,167

　役員報酬 0 0 0 0 6,662 6,662
　職員給与 6,672 5,958 7,151 0 -1,130 18,651
　定時職員給与 19,211 20,703 9,670 14,611 5,098 69,293
　退職給与引当金 0 0 0 0 3,469 3,469
　福利厚生費 1,362 1,179 1,400 52 2,676 6,669
人件費計 27,244 27,840 18,221 14,663 16,777 104,745

　消耗品費 4,115 4,355 837 2,520 703 12,530
　減価償却費 2,186 196 844 223 641 4,090
　水道光熱費 2,490 6,478 713 2,697 0 12,378
　通信交通費 1,403 66 732 433 2,565 5,199
　車両運搬費 732 86 154 1 278 1,252
　広 報 費 111 0 134 0 1,213 1,457
　賃 借 料 0 0 0 0 982 982
　会議費 4 6 3 7 582 602
　調査研究費 51 0 17 0 677 745
　教育文化費 0 0 0 0 4,586 4,586
　貸倒引当金繰入損 0 0 0 0 48 48
　渉外費 0 0 0 0 31 31
　諸会費 0 0 0 0 2,176 2,176
　租税公課 31 0 16 0 221 267
　採用費 0 0 0 0 151 151
　委託料 338 0 111 0 266 715
　保険料 0 0 0 0 412 412
　雑　費 0 0 0 0 1,519 1,519
物件費計 11,462 11,187 3,561 5,880 17,050 49,140

費用合計 43,582 40,300 24,033 21,297 39,840 169,052
事業剰余高 13,246 461 1,820 4,246 -30,019 -10,246

　受取利息 584 584
　雑収入 3,716 3,716
事業外収益計 4,301 4,301
　支払い利息 0 0
　雑損失 171 171
事業外費用計 171 171

経常剰余高 13,246 461 1,820 4,246 -25,889 -6,116
特別利益 0 0
特別損失 1,141 1,141
税引前当期剰余金 13,246 461 1,820 4,246 -27,030 -7,257
法人税等 290 290
当期剰余金 13,246 461 1,820 4,246 -27,320 -7,547
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々2011 年度活動方針については、１４ページからの第３号議案のビジョン々アクション

プランを参照してください。新しい期のビジョン々アクションプランに沿って 2011 年

度活動をすすめていきます。 

＜１０ページから＞ 

々各部門方針 八景々福浦食堂／八景店／福浦店  

＜１２ページから＞ 

々2011 年度予算表（比較損益） 

 

 

 ここでは今年度生協（本部々店舗々学生）がどのよ

うに活動していくかという方針を承認してもらいま

す。また今年度の予算も一緒に承認してもらいます。 
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●八景購買書籍部＆FOODSHOP 

○２０１1年度 八景購買部々フードショップこだわりテーマ 

々供給の柱である高額商品（パソコン、教習所等のサービス部門商材、公務員などの各種講座）の追

求しパンフ等の知らせる活動を強化します。 

々日次供給の柱である食品分野の基本４原則を強化して客数 UPに力をかけます。 

々部内の効率改善、3Ｓ（整理、整頓、清掃）を更に進めていきます。 

々上記の取り組みを踏まえて事業剰余を黒字にします。 

 ○各セクションの目標々方針 

＜２Fカウンター（＆セルフ）＞ 

々使いやすいカウンターを目指し日々の整理整頓を進めます。 

々定番商品の見直し。組合員の利用に応じた商品々新商品積極導入します。 

々レジお待たせさせないように努めます。 

  ＜２F書籍＞ 

々新学期教科書販売を成功させます。 

々読書マラソンの宣伝と浸透を進めます。 

々各種書籍フェアの取り組みを進めます。 

々棚卸の商品ロスを減らします。 

々レジお待たせさせないように努めます 

＜１Fフードショップ＞ 

々品切れ防止、各企画々特売展開による客数と売上ＵＰを目指します。 

々特売品の活用、新製品の積極展開を進めます。 

々人員体制減によるシフト見直し、ムリムダムラのない効率改善の取り組み等を図ります。 

  ＜２Fプレイガイド＞ 

々季節毎に計画的な商材の提案と宣伝に努めます。 

々組合員の求めている資格を追及して、学内講座等に活かします。 

々映画チケットの取扱いを宣伝します。 

＜校費々研究費対応＞ 

々財務課々研究推進々検収センターとのコミュニケーションを進めます。 

々伝票等のトラブルに対して敏速に対応します。 

々鶴見キャンパス生協利用を伸ばします。 

  ＜生協職員＞ 

々店長＝パート、パート＝パートのコミュニケーションを更に強化します。 

々残業等を極力減らし必要経費の節約等を図ります。 

々店舗効率の改善を取り組みます。 

 

各部門方針 八景店／福浦店／八景々福浦食堂 
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●福浦購買書籍部 

職場目標（方針） 

１〄いつも利用していただける、明るく元気な「お店」をめざします 

  ○いつも利用していただくために、必要な物を、必要な時期に、必要な在庫で品揃えをします。 

   々コンビニとは違う「一言カード」コーナーを設置し、昨年約２００枚の「一言カード」が寄せ 

られ、「一言カード」により品揃えをした商品もありました。近くにある生協を、もっと身近 

に感じていただくよう取り組んでいきます。 

○いつも利用していただくために、新鮮な品揃えをします。 

   々新商品、企画、セールを実施し、またスタッフおすすめの商品の提案をします。 

  々よこいちメール々ＷＥＢ等で新鮮なお店の情報をお知らせします。 

○いつも利用していただくために、明るく元気な接客をこころがけます。 

   々気軽に声がかけられる雰囲気のお店をめざします。  

２〄学業々研究のサポートできる「お店」をめざします 

  ○学業に必要な教科書、教材のサポートをさらにすすめます。 

々毎年、学業に必要な看護学科での教科書の販売、聴診器、実習服および医学科の解剖実習、聴 

診器、白衣の販売をしています。 

々生協独自の「共同購入」によって取引先に協力いただき、価格、特典を打ち出していきます。 

○大学の研究のサポートをさらにすすめます。 

   々大学（附属病院、センター病院を含む）での研究費での購入をサポートしています。 

   々研究費で購入する商品の申込、お渡し、請求まで行い、昨年も 1,500 件以上の研究費の取扱を 

しています。大学での機能の一部として、さらに利用して頂けるよう、取り組みます。 

３〄働きやすい職場、効率的な「お店」をめざします 

  ○スタッフ同士のコミュニケーションをはかり、息のあったチームワークを発揮できるようにめざ 

します。 

○決まった作業を、決まった時間ですることを心がけます。 

  ○スタッフ各自で工夫をする意識を持ち、効率的な運営をめざします。 

 

●食堂部門（八景食堂々福浦食堂） 

○八景々福浦食堂部 

①広報宣伝の強化を目指します。わかりやすく、かつシンプルに情報を伝えていきます。 

②メニューの単品管理に基づき適正な発注、品質管理に努めます。 

③お財布にやさしいお店、利用しやすい価格を目指します。 

（低価格のメニューを中心とした品ぞろえをする） 

④環境にやさしい食堂を目指し、ゴミの減量化、節電、節水、水質汚濁防止に努めます。 

⑤パートミーティングを定期的に行い、利用する方々へのサービス向上のため報告連絡を密にしま 

す。 

 

  



2011年度予算 八景 八景 福浦 福浦
購買書籍部 食堂部 購買書籍部 食堂部 本部 合計

総供給高 391,290 86,700 173,840 51,100 0 702,930
　差益高 58,900 430,100 32,780 26,210 0 160,990
　供給値引高 4,340 0 6,920 0 0 11,260
　誤差高 440 0 380 0 0 820
供給剰余高 54,120 430,100 25,480 26,210 0 148,910
　利用収入 7,520 7,520
　共済収入 3,530 3,530
供給利用総剰余高 54,120 430,100 25,480 26,210 11,050 159,960

分担費 4,810 1,340 2,270 770 6,610 15,800

　役員報酬 0 0 0 0 6,860 6,860
　職員給与 6,520 6,120 7,400 0 -1,250 18,790
　定時職員給与 17,300 19,620 8,850 14,520 5,050 65,340
　退職給与引当金 0 0 0 0 3,600 3,600
　福利厚生費 1,050 870 1,100 80 2,540 5,640
人件費計 24,870 26,610 17,350 14,600 16,800 100,230

　消耗品費 3,300 4,450 1,010 2,460 700 11,920
　減価償却費 1,720 180 520 150 470 3,040
　水道光熱費 2,220 6,400 1,180 2,500 0 12,300
　通信交通費 1,300 120 740 360 2,000 4,520
　車両運搬費 500 120 200 0 160 980
　広 報 費 60 0 140 0 980 1,180
　賃 借 料 0 0 30 0 970 1,000
　会議費 0 20 10 40 470 540
　調査研究費 50 0 60 0 60 170
　教育文化費 0 0 0 0 4,000 4,000
　渉外費 0 0 0 0 0 0
　諸会費 0 0 0 0 2,790 2,790
　租税公課 0 0 10 0 130 140
　採用費 0 0 0 0 150 150
　委託料 320 0 110 0 270 700
　保険料 0 0 0 0 400 400
　雑　費 0 0 0 0 1,600 1,600
物件費計 9,470 11,290 4,010 5,510 15,150 45,430

費用合計 39,150 39,240 23,630 20,880 38,560 161,460
事業剰余高 14,970 3,859 1,850 5,330 -27,510 -1,500

　受取利息 580 580
　雑収入 3,220 3,220
事業外収益計 3,800 3,800
　支払い利息 0 0
　雑損失 150 150
事業外費用計 150 150

経常剰余高 14,970 3,859 1,850 5,330 -23,860 2,150
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＜１４ページから＞ 

々第３期ミッション々ビジョン々アクションプラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＭＶＡプランとは 
 横浜市立大学では 2004 年の総代会にて MVA を新しく策定し、2011 年 2月までに達

成すべき目的、方向性を決めました。７年越しの計画なのでこれを様子見の最初の 1

年間、頑張る 3 年間、さらに頑張る 3 年間に分けて計画の見直しと策定を行ってい

くことにしました。 

 

2004 2005 2008 2011 

MISSON：使命 

 生協が果たすべき使命。大目的。 

 

VISION：展望 

 ミッションを達成するためにはどんな感じの事業を進めればいいか。 

 

ACTIONPLAN：活動計画 

 ビジョンに基づいて行う具体的な活動。 

第３期      第２期       第１期 
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●ミッションについて 

々横浜市立大学に関わるすべての人々の、豊かな人間性を育む生活と２１世紀を担う勉学研究活動を

支援するための事業活動を、積極的に展開します。 

々組合員の主体的な参加、人と人との繋がりを基礎とした協同の力で、明るく楽しい店舗々食堂を創

造します。 

々時代の変化に機敏に対応し、喜ばれる商品々サービス々メニューを提供し、組合員活動を通じて、

組合員に期待される生協を目指します。     

々全ての生協の活動を環境に配慮し、環境保全活動にも力を入れます。   

々生協の諸活動を通して、国際都市横浜に相応しい横浜市立大学へ貢献します。 

 

●ビジョン々アクションプランについて 

 第２期までに活発にとりくまれてきた組合員活動のテーマに加えて、大学と生協の関係強化、生協

の経営改善が求められる課題となっています。また、東日本大震災後の復興に向けて、国民的な長期

間の助け合い、支え合いが大切になっています。大学生協としてもさまざま場面で貢献していきます。 

ビジョン① 組合員の健康々安全を守り、快適な食生活をサポートします。 

＜アクションプラン＞ 

○店内レイアウトの工夫、表示の明示化などによりスピード出食々混雑緩和を図り、より利用しやす

い食堂をめざします。 

○組み合わせメニューの提案、副菜の PR、食生活健康システム支援の普及、食生活相談会などにより

組合員に健康な食生活を提案します。 

○食堂のフェアやフードショップのキャンペーンを通じ食の楽しみを推進します。 

○学生総合共済への加入促進を図るとともに、給付事例報告を組合員、大学に行い、保健管理センタ

ー等との協力によって予防提案活動を強めます。 

 

学生総合共済マスコットキャラクター タヌロー 
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ビジョン② 組合員の「学びと成長」に積極的に関わります。 

 
＜アクションプラン＞ 

○組合員のニーズに合った書籍の充実、読書マラソンなどにより組合員の勉学研究のサポートや読書

促進にとりくみます。 

○先輩学生が教える PC講座など生協オリジナル講座の更なる充実々発展に取り組みます。 

○就職活動を支援する各種講座、セミナーなどを開催していきます。 

○ボランティア活動の紹介、市大生協オリジナル商品の企画を行うなど、学生組合員に社会体験の場

を提供します。 

 

＜アクションプラン＞ 

A〄活気のある大学生活を支援します。 

○ビアガーデン、新入生歓迎パーティーなどの各種企画で組合員が楽しめる交流の場を提供します。 

○「WE LOVE YCU!!」「市大取扱説明書」などを発行し、楽しく役立つ情報を提供します。 

○各種チケット販売、旅行手配、自動車学校の申込み、留学支援などの学生生活を充実させるサービ

ス･商品を組合員のニーズにあった形で提供します。 

B〄生協と組合員のインターラクティブ(双方向的)なコミュニケーションを活発にします。 

○商品の試食会や書籍に関する意見交流会などを企画し、組合員が直接運営に携われる仕組み作りを

行います。 

○「よこいちメール々WEB」や市大生協ホームページなどの情報提供ツールの更なる発展をめざしま

す。 

々POP、ポスター、店舗装飾の工夫などを行うことにより、組合員がわかりやすく利用しやすい店舗

をめざします。 

 

 

ビジョン③ 組合員の有意義な生活を支援します。 

 

新入生歓迎パーティーの様子 
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ビジョン④ 組合員とともに社会、大学、地域へ貢献します。 

＜アクションプラン＞ 

○食堂や店舗で使われる、リ･リパック回収率の向上やレジ袋の削減などに積極的にとりくみます。 

○節電、店舗内の室温調整、コピー紙の削減など事業運営する上での環境への配慮を行います。 

○リユース市やエコチャリ、地域清掃ボランティアの紹介など学生のニーズに合った環境活動を進め

ます。 

○ユニセフ募金、平和パネル展示、フェアトレードなど平和活動により積極的に取り組みます。 

○東日本大震災の復興への協力、支援のために、支援金活動、ボランティア、節電対策への協力を行

います。また、生協としての災害時の対応などの整備を行っていきます。 

○学事のサポート、TOEFL-ITP、住まい相談会、教科書販売、などを通じて学生と大学の架け橋とな

ります。 

○大学との関係をより発展、強化するために、必要な協定や契約等の整備をすすめます。 

 

ビジョン⑤ 組合員と大学に将来にわたって貢献し続ける経営構造をめざします。 

＜アクションプラン＞ 

○明るく、楽しい、活気のある店舗々食堂づくりをすすめます。 

○スタッフの経験や創意工夫も活かされた品揃え、メニューづくりをすすめます。 

○店舗、食堂から「よこいちメール々WEB」、生協ホームページ等を活用した情報発信をすすめます。 

○作業内容を見直し、効率化します。また、固定経費の見直しを強めます。 

○中期的な目標を持ちながら、経営の改善を行います。 

 

リユース市の様子 
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定款の一部改訂の件について次ページ（新旧対照表）の通り、改訂すること

を提案します。 

1.【事業】第 3条第 1項 7号〆貨物利用運送事業の削除 

＜理由＞ 

従前、宅配便等の取次ぎは貨物利用運送事業法に基づく事業として定款に

規定してきましたが、先般この宅配等の取扱いは貨物利用運送事業法には

該当しないと判明したため、定款に規定する必要がなくなりました。尚、

宅配便等の取次ぎは今後も引続き行います。 

2.【事業の品目】第 67条第 3項〆元受共済団体名称の変更 

＜理由＞ 

 全国大学生協共済生活協同組合連合会は改正生協法に基づき、同法が施行

後の平成 22年に設立々認可されたため。 

役員の年間報酬については、下記の総額の範囲とし、その範囲内における

役員の報酬額、支給方法などについては、理事会の協議に委ねます。 

理事（１名）の報酬 総額７６０万円 

この金額は、役員退職給与引当金の積立分（1 年間分）も含めた年額の上限

です。 
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新（＝変更後） 旧（＝現行） 変更箇所と理由 

 

横浜市立大学生活協同組合定款 

 

第１章 総則 

 

（事業） 

第３条 この組合は、第１条の目的

を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 組合員の生活に必要な物資を

購入し、これに加工し又は生産

して組合員に供給する事業 

(2) 組合員の生活に有用な協同施

設を設置し、組合員に利用させ

る事業 

(3) 組合員の生活の改善及び文化

の向上を図る事業 

(4) 組合員の生活の共済を図る事

業 

(5) 組合員及び組合従業員の組合

事業に関する知識の向上を図る

事業 

(6) 組合員のための旅行業法に基

づく旅行業に関する事業 

 

 

 

(7) 組合員のための宅地建物取引

業法に基づく宅地建物取引業に

関する事業 

(8)前各号の事業に附帯する事業 

 

 

第５章 事業の執行 

 

（事業の品目等） 

第 67条 第３条第１号に規定する生

活に必要な物資の品目は、書籍、

 

横浜市立大学生活協同組合定款 

 

第１章 総則 

 

（事業） 

第３条 この組合は、第１条の目的

を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 組合員の生活に必要な物資を

購入し、これに加工し又は生産

して組合員に供給する事業 

(2) 組合員の生活に有用な協同施

設を設置し、組合員に利用させ

る事業 

(3) 組合員の生活の改善及び文化

の向上を図る事業 

(4) 組合員の生活の共済を図る事

業 

(5) 組合員及び組合従業員の組合

事業に関する知識の向上を図る

事業 

(6) 組合員のための旅行業法に基

づく旅行業に関する事業 

(7) 組合員のための貨物利用運送

事業法に基づく貨物利用運送事

業 

(8) 組合員のための宅地建物取引

業法に基づく宅地建物取引業に

関する事業 

(9)前各号の事業に附帯する事業 

 

 

第５章 事業の執行 

 

（事業の品目等） 

第 67 条 第３条第１号に規定する

生活に必要な物資の品目は、書籍、

 

 

 

 

 

 

1.【事業】第 3 条第 1 項 7

号〆貨物利用運送事業の削

除 

 

＜理由＞ 

従前、宅配便等の取次ぎは

貨物利用運送事業法に基づ

く事業として定款に規定し

てきましたが、先般この宅配

等の取扱いは貨物利用運送

事業法には該当しないと判

明したため、定款に規定する

必要がなくなりました。尚、

宅配便等の取次ぎは今後も

引続き行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.【事業の品目】第 67 条第

3項〆元受共済団体名称の



第５号議案 定款変更の件 

 

 

新（＝変更後） 旧（＝現行） 変更箇所と理由 

教育機器、学用品、文房具、電気

製品、家具、衣料品、皮革製品、

化粧品、日用雑貨品、運動用具品、

楽器、写真用品、写真処理サービ

ス、コピー、時計、飲料、食料品、

葉書々切手類、煙草、酒、プレイ

ガイド斡旋物資、その他の組合員

の日常生活に必要な物資とする。 

２ 第３条第２号に規定する生活に

有用な協同施設の種類は、食堂及

び喫茶、その他生活に必要な協同

施設とする。 

３ 第３条第４号に規定する生活の

共済を図る事業は、全国大学生協

共済生活協同組合連合会が行う生

命共済事業及び火災共済事業の業

務の一部を受託する受託共済事業

とする。 

 

附則 

 

（施行期日） 

１ この定款は、この組合成立の日

から施行する。 

平成７年８月２４日 一部改定 

２００２年１１月２１日 一部改定 

２００８年５月２８日 一部改正 

 

２ この定款変更は、○年○月○日

から施行する。 

 

教育機器、学用品、文房具、電気

製品、家具、衣料品、皮革製品、

化粧品、日用雑貨品、運動用具品、

楽器、写真用品、写真処理サービ

ス、コピー、時計、飲料、食料品、

葉書々切手類、煙草、酒、プレイ

ガイド斡旋物資、その他の組合員

の日常生活に必要な物資とする。 

２ 第３条第２号に規定する生活に

有用な協同施設の種類は、食堂及

び喫茶、その他生活に必要な協同

施設とする。 

３ 第３条第４号に規定する生活の

共済を図る事業は、全国大学生活

協同組合連合会が行う生命共済事

業及び火災共済事業の業務の一部

を受託する受託共済事業とする。 

 

 

附則 

 

（施行期日） 

１ この定款は、この組合成立の日

から施行する。 

平成７年８月２４日 一部改定 

２００２年１１月２１日 一部改定 

２００８年５月２８日 一部改正 

 

２ この定款変更は、２００８年６

月２５日から施行する。 

 

変更 

 

＜理由＞ 

 全国大学生協共済生活協

同組合連合会は改正生協法

に基づき、同法が施行後の平

成 22 年に設立々認可された

ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６号議案 議案決議効力発生の件 

第７号議案 役員選挙の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本総代会における各議案の決議の本旨に反さない範囲で、字句の訂正を理事会

に一任していただくよう提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

々別紙の投票用紙を参照してください。 
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Ⅰ 事業報告書

1 組合の事業活動の概況に関する事項

(1) 事業年度の末日における主な事業活動の内容

(2) 事業の経過及びその成果並びに対処すべき重要な課題

① 直前3事業年度の財産及び損益の状況

② 供給事業の状況表
(ⅰ) 部門別供給高の状況

(ⅱ) 供給高の事業所別内訳

項目 2007年度

135,885,789

741,753,430

86,931,533 89,785,624
206,481,901 200,967,362190,668,752

2008年度

208,963,107

7,226組 合 員 数 7,000 7,067 7,180

本年度

総 資 産

2009年度
（単位：円）

事業種目

その他

供給事業

153,526,400

2008年度2007年度項目

主な事業品目等

本年度

学生総合共済受託、宅建業

161,390,400
供 給 高 741,753,430 754,514,380 690,887,599 668,573,692
出 資 金 額 127,938,400 145,904,400

9,820,929
経 常 剰 余 金 7,804,141 8,413,437 △5,493,823 △ 6,116,313
そ の 他 事 業 収 入 12,659,916 11,300,259 9,436,586

合計

物 販 部 門
サ ー ビ ス 部 門
書 籍 部 門

690,887,599

純 資 産 61,218,323

（単位：円）

食 堂 部 門
そ の 他 部 門

237,488,042 234,543,224
2009年度

75,474,990

129,420,283

140,125,037 136,356,995

167,062,247

90,102,539

218,000,317 217,390,559
149,574,881 124,497,802

65,271,843 53,025,010
754,514,380

668,573,692

128,616,651
156,561,384
129,555,489

668,573,692
82,262,726

八 景 食 堂 87,722,818 91,297,655 85,179,136

項目

福 浦 購 買 書 籍 部 156,787,525 168,533,318 161,721,413
81,958,011

合計 741,753,430 754,514,380 690,887,599
福 浦 食 堂 45,958,406 53,065,734 55,063,559 49,845,290

2009年度
441,617,673

文具、コピー、写真印刷、勉学情報機器、ソフトウェア、衣料品、家電・家具、ＣＤソフ
ト、オーディオ、雑貨、食品、パン米飯、飲料、切手、自動車教習所、国内旅行・海外旅
行、書籍、スクール、食堂

本年度
八 景 購 買 書 籍 部 451,284,681 388,923,491 369,708,144

154,796,248 146,760,642 140,121,189

（単位：円）
2007年度 2008年度

2010年度は、2008年からの第2期ビジョンアクションプランの最終年であったが、経営結果は2009

年度に引き続き経常剰余で赤字を計上することとなった。供給高が引き続き減少する一方、それ

に見合った経費統制が十分行われていない結果である。2008年中の金融不況以来、短期的に

供給高の大きな回復が見込めない中で、経費統制を強くすすめる必要がある。 



(3) 受託共済事業状況表

給付状況

契約状況

元受団体共済掛金および共済支払状況表

合計 9,369,530 19,072,140 106 134 5,162,678

4,894,500 8,360,000

学生総合共済（火災共済） 大学生協共済連 930,220 1,763,730 8 5 268,178 662,486

学生総合共済（生命共済） 大学生協共済連 8,439,310 17,308,410 98 129

前年度 当年度 前年度 当年度 前年度 当年度

896 1,350
扶保計 1,513 1,715

共済名 元受団体名
元受団体共済掛金 共済支払件数 共済支払金額

扶保

W 294 43
7W 323 322
8W

8H 1,418 2,017
学賠計 2,511 2,599

学賠

B 41 0
H 530 69

７H

KY 1,047 700
KT 448 888

火災計 1,496 1,588

2,389

火災

K 1 0

1,068
G 681 1,314
Ｒ 2 2

契約型 2009/03/01～2010/02/28 2010/03/01～2011/02/28

生命

C 0 0

火災合計 8 268,178 5 662,486
盗難修理 1
盗難現金 2 30,000 1 500
盗難家財 3 97,326 3 378,236
借家賠償 1 19,104 1 283,750

生命合計 98 4,894,500 129 8,360,000
扶養者・父母死亡（事故） 0 0 5 500,000
扶養者・父母死亡（病気） 4 400,000 3 300,000
扶養者事故死亡
事故死亡 0 0 0 0
病気死亡 0 0 0 0
事故後遺症 0 0 0 0

事故固定 0 348,500 0 841,000

病気手術 11

事故通院 39 662,000 64 1,809,000
事故手術 9 430,000 7 350,000

事故入院 10 696,000 7 690,000
病気入院 25 1,758,000 32 2,570,000

2009/03/01～2010/02/28 2010/03/01～2011/02/28

項目 給付件数 金額 給付件数 金額

9,022,486

522 513

生命計 2,211

S 2 5
Ｊ 1,526

95,000 0 0

火災家財 1 26,748 0 0

病気後遺症 0 0 0 0

1 800,000

600,000 10 500,000



(4) 増資及び資金の借入れその他の資金調達状況
資金調達内訳表

(5) 組合が所有する施設の建設又は改修その他の設備投資状況
今期中、特にありませんでした。

(6) 他の法人との業務上の提携
他の法人との業務提携

(7) 教育事業等の状況
教育事業等の状況

教育事業等の使途

2 組合の運営組織の状況に関する事項

(1) 前事業年度における総（代）会の開催状況

総代会の議決状況

（重要な議事、議決事項及び議決状況）
第1号議案 2009年度事業報告・決算関係書類等承認の件 賛成多数で承認
第2号議案 2010年度事業計画及び予算決定の件 賛成多数で承認
第3号議案 大学生協共済連合会加入決定の件 賛成多数で承認
第4号議案 他団体への加入・脱退に関し理事会の議決事項とする範囲決定の件 賛成多数で承認
第5号議案 役員報酬決定の件 賛成多数で承認
第6号議案 議案決議効力発生の件 賛成多数で承認
第7号議案 役員選挙の件 賛成多数で承認

(2) 組合員に関する事項
組合員出資金増減表

117,990
403,476

1,789
7,226

組合員出資金総額（円）
153,526,400
55,060,000
47,196,000

組合員数（人）
7,180
1,835

前期末現在
当期増加分
当期減少分
当期末現在

383,816
137,650

口数（口）区分

（単位：円）

出 資 金 増 加 分
そ の 他

786,400
調達方法 金額

業務提携先 所在地・内容 摘要
大学生協東京事業連合 東京都杉並区和田3-30-22 業務委託

当期に繰り越された教育事業等繰越金
項目 金額

0

（単位：円）

科目名 内容 金額
（単位：円）

182,857
1,312,700

教 育 文 化 費
教 育 文 化 費 加入案内冊子ほか宣伝物

食生活相談会

1,495,557

総代会開催日 2010年5月26日

合計

110名

出席総代
書面 13名

93名本人

161,390,400

0名

106名

代理人（委任）

計

総代会日現在総代数



(3) 役員に関する事項
① 役員一覧表

(4) 職員数及びその増減その他の職員の状況
職員状況表

※定時職員正規換算数はパート時間2,000時間で1名と換算

(5) 業務の運営の組織に関する事項

学生生協委員会

72名
36.1名 35.4名

70名

総代会

正規職員

定時職員

八景購買書籍部 八景食堂部

44.4歳

総数
正規換算数

平均勤続年数
区分 前期末数 当期末数

19.8年
3名 3名

平均年令

監事 杉 山 貴 子 現職2010年5月就任

監事 加 藤 咲 子 現職2009年5月就任
監事 岸 井 涼 現職2010年5月就任

理事 秋 元 啓 輔 現職2009年5月就任
監事 岩 佐 朊 子 現職2004年5月就任

理事 濱 田 優 里 現職2009年5月就任
理事 上 原 拓 也 現職2009年5月就任

理事 山 口 雄 也 現職2010年5月就任

現職2010年5月就任
現職2010年5月就任

理事 柳 川 慶 太 現職2010年5月就任

笠 井 美 希
坂 田 千 枝

現職2010年5月就任
現職2010年5月就任
現職2009年5月就任
現職2009年5月就任
現職2009年5月就任
現職2010年5月就任
現職2006年5月就任

略歴等担当

理事
理事
理事
理事

理事
理事

役名
理事長（代表理事）

氏名
小 幡 敏 行

専務理事（代表理事）
理事 永 岑 三 千 輝

廣 木 準 一
松 本 郁 代
小 林 聖 子
出 光 直 樹

東 伸 晶

理事会 監事会

理事長

専務理事

福浦購買書籍部 福浦食堂部 本部



(6) 施設の設置状況に関する事項
施設一覧表

1
2 店舗

八景購買書籍部 横浜市金沢区瀬戸22-2
フードショップ

福浦購買書籍部 横浜市金沢区福浦3-9
福浦医学部食堂
福浦看護棟食堂

(7) 事業連合の状況に関する事項
① 事業連合の概要

(1)

(2)

(3)
(4)
(5)
(6)
(7)

(8)

(9)

口出資金 14,330 千円 総口数

187,520千円
2011年2月28日

事 業 内 容

設 立 の 理 由

出 資 生 協

当 生 協 の 関 係 役 員

決 算 月 日

-

出資金1,383,090千円　総口数138,309口

協同互助の精神に基づき、全国大学生活協同組合連合会と提携し大学
生活協同組合の協同事業の中心として事業活動ならびに各種活動を
行って会員事業の発展をはかり会員組合員の生活の経済的文化的向
上をはかることを目的として設立されました。

前各号の事業に附帯する事業

104㎡

870,580千円

148,960千円
123,850千円
52,180千円

早稲田大学生活協同組合　
東京大学消費生活協同組合　

　　　〃

生活協同組合連合会大学生活協同組合東京事業連合連 合 会 名
所 在 地

会員の利用に供する計算、運搬に関する事業

268㎡

出 資 金 及 び 総 口 数

会員の組合員のための貨物運送取扱事業

横浜市金沢区瀬戸22-2

八景食堂

150㎡
190㎡

東京都杉並区和田3丁目30番22号

会員の組合員のための旅行業法にもとづく旅行業に関する事業

　　　〃

　　　〃

店舗売場面積延床面積

1210㎡

　　　　　　　　　　区分 所在地

（㎡）
本部 59㎡

（㎡）

土地

生 協 の 出 資 額 及 び 口 数 1,433

（㎡）
職員休憩室含む

摘要建物

会員の事業に必要な物資を購入し、これを加工もしくは加工しないで
または生産して会員に供給する事業

　　　〃 72㎡

会員、会員の組合員及び職員ならびにこの会の職員の組合事業に
関する知識の向上を図るために必要な教育を行ない、及び情報を提
供する事業

会員の組合員の生活改善及び文化向上を図るために必要な行事等
の企画及び実施またはこれらに関連する情報を提供する事業

会員の組合員のための有用な協同施設を設置して、会員の組合員
に利用させる事業

会員の組合員に必要な貸間、下宿等を斡旋する事業

その他66大学生活協同組合
法政大学生活協同組合　
慶応義塾生活協同組合　

60㎡

80㎡
980㎡

317㎡ 245㎡

252㎡

施設名 



② 事業連合の決算概況

③ 事業連合との取引等の状況

(8) 事業連合に対する債権・債務明細表

① 債権明細表

② 債務明細表

(9) その他組合の運営組織の状況に関する重要な事項
今期中、特にありませんでした。

3 その他組合の状況に関する重要な事項
今期中、特にありませんでした。

56,565,294

56,654,921 △ 5,580,659
89,627 △ 138,285

当期増減額

合計 62,235,580

△ 5,442,374

内訳

0短 期 借 入 金 0 0
買 掛 金 （ 事 業 連 合 ） 62,007,668

内訳
期首残高 期末残高 当期増減額

短期債権

事 業 連 合 未 収 金
25,000,000

717,685 1,494,342 776,657
未 収 入 金 2,342,685 2,372,373 29,688

30,000,000

短期債務
期首残高 期末残高

28,060,370 58,866,715 30,806,345

（単位：円）

95.3%

事 業 連 合 未 払 金 227,912

総仕入高対取引高率（％）

事 業 連 合 預 け 金

合計

174,645

取 引 の 内 容 物販及びサービス商品等の仕入
取 引 高 485,017,658

（単位：円）

当 期 未 処 分 損 失 金

（単位：円）

55,000,000

事 業 損 失 金
経 常 損 失 金
当 期 損 失 金

0

損益の状況

供 給 高 50,946,217
科 目 ＼ 決 算 期 間 2010年3月1日～2011年2月28日

供 給 剰 余 金 246,746

1,464,595

負 債 及 び 純 資 産 合 計 18,246,803

負 債 合 計

出 資 金
剰 余 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等

16,782,207

1,383,090
81,505

負
債
の
部

純
資
産
の
部

純 資 産 合 計

流 動 負 債
固 定 負 債

法 人 名 生活協同組合連合会大学生活協同組合東京事業連合

18,246,803

資産・負債・純資産の状況

12,882,742流 動 資 産
固 定 資 産
資 産 合 計

科 目 ＼ 決 算 期

資
産
の
部

2,076,495

5,364,060

14,705,712

3,877,691

174,645

（単位：千円）

35,584

2011年2月28日（44期）



Ⅱ 事業報告書の附属明細書

1 役員報酬等の状況

(1) 役員報酬明細

(2) 役員退職慰労金明細

2 役員の他の法人等における兼職の状況

役員の兼務の明細

3 組合と役員との間の利益が相反する取引の明細

4 その他事業報告書の内容を補足する重要な事項
（該当するものがあれば記載する。）

当期増減額
取引金額

当該取引額 前期末残高 当期末残高

役職名
・氏名

合計

取引の内容及び金銭
（単位：円）

取引の内容
摘要

東　伸晶 理事
兼務先での役職名兼務先名

神奈川県生協連
区分
理事

常勤・非常勤 代表権の有無
常勤 あり

合 計

支給人員（人）
1
0
1

理 事
監 事

区分

1
0
1

6,666,475
0

6,666,475

理 事
監 事
合 計

12～17人
3～4人

（単位：円）
区分 定款上の定員（人） 支給人員（人） 支給額 摘要

（単位：円）

3,777,020
0

3,777,020
支給額

氏名



Ⅲ 決算関係書類
1 貸借対照表

貸借対照表
（2011年2月28日現在）

科目 金額 科目 金額
（単位：円）

事業連合未払金

8,025,936

2,620,000

46,091,574 未払法人税等
未払消費税等

Ⅱ　固定負債
長期借入金

2,372,373

事業連合預け金

915,459

受取手形
供給未収金

有価証券
商品

立替金

0

賞与引当金

0 未払割戻金

2,131,550
0

5,824,000
1,142,144

0

0

出資金仮受金

9,510,517

0

0

55,000,000
0

26,830,216
89,627

2,701,900
3,104,223
7,237,483

0
289,691

共済等立替金

貯蔵品
前払費用

0貸付金
役職員貸付金

0

56,565,294
0

165,448,754
30,436,020

79,085,912
0

買掛金
短期借入金
未払金

(負債の部）

1,494,342

未収入金

前受金
預り金
共済等預り金
仮受金

Ⅰ　流動負債
支払手形現金預金

43,514,353

△ 6,200,667

仮払金
出資金仮払金
貸倒引当金

Ⅰ　流動資産
（資産の部）

事業連合未収金

0△ 311,230

90,102,539
161,390,400出資金

0
0
0

39,774,656

25,000
38,667,520
1,082,136

118,860,568

0
71,287,861

71,287,861
0

(7,547,085)

（純資産の部）
Ⅰ　組合員資本

任意積立金

208,963,107

13,000,000

負債・純資産合計

0
145,836

0
0

45,834

0

当期未処分損失金

純資産合計

損失金
法定準備金

20,858,000
0

（うち当期損失金）

0

100,002

33,858,000

90,102,539

Ⅲ　繰延資産
創業費等
その他繰延資産

長期前払費用
差入保証金

0

0
0

資産合計 208,963,107

関係団体等出資金

72,191,283
△ 65,203,154

677,669

借地借家権

0

土地

その他無形固定資産

ソフトウェア

車両運搬具減価償却累計額

972,380
△ 952,930

預り保証金
退職給付引当金

建物
建物減価償却累計額

役員退職給与引当金

構築物減価償却累計額

負債合計

有形一括償却資産

無形一括償却資産

Ⅱ　固定資産

器具備品

建設仮勘定

１．有形固定資産

３．その他固定資産

２．無形固定資産
電話加入権

器具備品減価償却累計額

機械及び装置

構築物

機械装置減価償却累計額

車両運搬具



2 損益計算書

前期損益修正損

104,744,882

特別利益
固定資産売却益
貸倒引当金戻入益
債務整理額

事業剰余金

0

1,140,772

0

71,287,861

7,547,085
63,740,776

4,300,734

事業外収益

170,653
△ 6,116,313

共済収入

人件費
物件費

158,805,729

減損損失

15,167,000

0

49,140,241

584,266
3,716,468

170,653

△ 10,246,394

税引前当期剰余金

任意積立金取崩額

その他特別損失
△ 7,257,085

290,000

169,052,123

508,057,003

総供給高

供給原価

金額
（単位：円）

（自　2010年3月1日　至　2011年2月28日）

657,041,803

科目

損益計算書

668,573,692
供給事業

事業総剰余金

期末商品棚卸高 46,091,574

2,100,576

分担費

554,148,577

7,720,353

148,984,800

9,820,929

仕入高

供給値引 11,531,889

その他事業収入

その他事業収入計

事業経費

固定資産売却損

期首商品棚卸高

供給剰余金

受取利息

利用収入

48,474,400
505,674,177

合計

雑損失

0
0

経常剰余金

特別損失

0

0

支払利息

0

0

前期損益修正益
その他特別利益

固定資産除却損

0

当期未処分損失金

0

0

前期繰越損失金
当期損失金

事業外費用
雑収入

1,140,772

法人税等



3 損失処理案

Ⅰ 当期未処理損失金

Ⅱ 次期繰越損失金

4 注記事項

(1) 重要な会計方針の注記

1) 資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準及び評価方法

一般商品…売価還元原価法による原価法
食　　　材…最終仕入原価法による原価法

2) 固定資産の減価償却の方法
税法に規定する方法と同一の基準によっている。
有形固定資産

一括償却資産…均等償却
その他…定率法

無形固定資産
一括償却資産…均等償却
その他…定額法（なお、ソフトウェアは利用可能期間（５年）にもとづく定額法）

3) 引当金の計上基準
貸倒引当金…

税法に定める繰入限度相当額を計上している（差額繰入方式）。
賞与引当金…

退職給付引当金…
① 退職給付債務の計上

② 採用する退職給付制度

③ 企業年金基金制度について

ｲ) 制度全体の積立状況に関する事項
年金時価資産額

28,937,509,567円（2011年2月末現在）

（単位：円）
科目 金額

71,287,861

2011年5月26日
横浜市立大学生活協同組合
理事長　　小幡　敏行

損失処理案

職員に対して支給する賞与の支出にあてるため、支給見込額による当期負担額を
計上している。

71,287,861

　この他に、当組合は日生協企業年金基金に加入しているが、総合設立型基金の
ため、退職給付債務等は計上していない。

　職員の退職により支給する退職給付にあてるため退職一時金制度を採用してい
る。

　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務（簡便法による期
末自己都合退職要支給額を採用）を退職給付引当金として計上している。

　なお、日生協企業年金基金制度の積立状況及び当組合の掛金拠出割合で計算
した年金資産等は以下のとおりである。



年金財政計算上の給付債務の額
26,450,021,000円（2010年3月末現在）

差引額
2,487,488,567円

ﾛ) 制度全体に占める当組合の掛金拠出割合

ﾊ) 補足説明

④ 役員退職給与引当金…

4) その他決算関係書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理…税抜方式による

5) 消費生活協同組合法施行規則の一部を改正する省令（平成20年厚生労働省令第38号）の附則
第3条及び第4条の規定を適用しているため、以下の会計基準は適用していません。
・固定資産の減損に係る会計基準
・金融商品に関する会計基準
・税効果会計に係る会計基準

(2) 貸借対照表に関する注記
1)

(3) 損益計算書に関する注記
1) 法人税等には、住民税が含まれている。

2) 電話加入権は取得価額と実勢価額の乖離が激しいため1,140,722円の評価損を計上した。

0.0150%

　給付債務の額は2010年3月末日（財政再計算後）時点、年金時価資産額は
2011年2月末日時点で表示しているため、11ヵ月のずれがある。
　この時点で2,487百万円の差引額となっているが、給付債務の額は11ヵ月分
が追加されるため、差引額は減少する。なお、2010年3月末の繰越剰余金は、
2,288百万円で過去勤務債務残高はない。

　役員の退職金の支給額に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上してい
る。

無形固定資産である電話加入権の評価額を0円とした



Ⅳ 決算関係書類の附属明細書
1 資本及び借入金の状況

(1) 組合員資本の明細

(2) 短期借入金明細表

(3) 長期借入金明細表

2 固定資産の状況

(1) 有形固定資産及び無形固定資産・その他固定資産の明細

0

952,930 97.9

#DIV/0!0

0 0

0 0 0

0 0

29,173 0 0 9,723 19,450

192,884 154,052 301,102 147,050 45,834

1,140,772

0

13,038,581 314,739 0 3,842,803 9,510,517 72,356,751

6,988,129 65,203,154 90.3

0 0 0 0

0 0

0

1,533,657 258,812 1,646,633 247,049 145,836

無
形
固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

一括償却
資産

1,121,520 314,739

0

車両運搬具

借入先 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

器具備品

建物

0 0 0

6,200,667

区
分 帳簿価額 償却累計額

77.20 464,183

1,140,772

#DIV/0!

200,001 104,760 204,759 99,999 100,002

0 0

0 758,590 677,669

構築物

2,289,452

機械装置

0

0 0

0

0 0

0 0 0

1,825,269

（単位：円）
期末残高当期減少額当期増加額区分

2,610,307

借入先

9,598,436 0 0

161,390,400

当期減少額

合計

（単位：円）

大 学 生 協 東 京 事 業 連 合

0法 定 準 備 金
組 合 員 出 資 金

期首残高
153,526,400 55,060,000 47,196,000

0
0

0
任 意 積 立 金

当期増加額

161,390,40047,196,000

期末残高

合計 0 0 0

合計 153,526,400

0 0 0

55,060,000

0

0

（単位：円）
償却率

(%)
当期末

0

（単位：円）

償却額減少額
当期当期

増加額
期首

一括償却
資産

電話加入権

ソフトウェア

建設仮勘定

計

計

その他

0

土地

期末
帳簿価額

期首残高

資産の種類
当期

0



(2) 関係団体等出資金の明細

3 引当金の明細

350,000
( 株 ) コ ー プ 総 合 葬 祭 400,000 0 0 400,000
グ リ ー ン ピ ア 350,000

全 国 大 学 生 協 連 共 済 連 合 会 0 2,100,000 0 2,100,000

41,203,030

0 38,667,520
3,777,020

0

役 員 退 職 給 与 引 当 金 4,360,876 498,280
合計

中 央 労 働 金 庫

31,089,037 15,020,627 4,906,634

13,332,230

0

大 学 生 協 東 京 事 業 事 業 連 合
神奈川県生活協同組合連合会

合計

退 職 給 付 引 当 金 25,335,290

2,100,000

5,000

1,082,136

貸 倒 引 当 金 263,257 47,973 0 311,230
賞 与 引 当 金 1,129,614 1,142,144 1,129,614 1,142,144

0

0 5,000
0

（単位：円）
出資先 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

20,108,000

14,330,000
0 0 29,000

18,008,000

0

（単位：円）
期末残高出資先

全国大学生活協同組合連合会 03,644,000

14,330,000
29,000

0

3,644,0000
当期減少額期首残高 当期増加額



4 事業経費明細表

981,600

4,585,958
47,973

1,519,408

水道光熱費

雑費

租税公課

教育文化費

267,490

104,744,882

12,378,047

広報費
賃借料

通信交通費

会議費

渉外費
諸会費

調査研究費

貸倒引当金繰入損

退職給与移管受入額
役員退職給与引当金戻入

人 件 費 合 計

減価償却費

物件費
消耗品費

賞与引当金繰入損
退職給与
退職給付費用

福利厚生費

業務分担費
分 担 費 合 計

（自　2010年3月1日　至　2011年2月28日）
（単位：円）

役員退職給与引当金繰入損

職員給与
役員報酬

人件費

定時職員給与

49,140,241

車両運搬費

職員給与受取額

4,089,852

714,676

2,175,883
30,954

745,330
601,512

事業経費明細表

採用費 151,000
委託料
保険料

事 業 経 費 合 計 169,052,123

6,665,284

12,529,847

6,013,000

5,199,024

物 件 費 合 計

412,270

1,457,393
1,252,024

0
△ 11,503,230

498,280
13,332,230

0
1,142,144

69,292,718
0

18,650,981
6,666,475

15,167,000

一般分担費
分担費

9,154,000



5 キャッシュ・フロー計算書

Ⅰ． 事業活動によるキャッシュ・フロー
税引前当期剰余金
減価償却費
貸倒引当金の増加額
賞与引当金の減少額
退職給付引当金の減少額
役員退職給与引当金の減少額
受取利息
支払利息
固定資産売却益
固定資産売却損
固定資産除却損
債務整理額
供給債権の増加額
棚卸資産の増加額
仕入債務の減少額
未払消費税等の減少額
その他
小計
利息の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額

事業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ． 投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の減少額
固定資産の取得による支出
固定資産の売却による収入
関係団体等出資金の減少額
差入保証金の減少額
貸付金の減少額
その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ． 財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の増加額
長期借入金の増加額
組合員借入金の増加額
出資金仮受金の減少額
出資金仮払金の減少額
組合員出資金の増加額
その他

財務活動によるキャッシュ・フロー

7,864,000
0

6,068,000

826,033
0

△ 2,100,000
0

△ 1,273,967

0
0
0

824,000
△ 2,620,000

0
0

1,033,789
584,266

0
△ 289,924

1,328,131

0

0
△ 4,912,302

2,382,826
△ 5,442,374

2,622,700
20,445

△ 3,278,740
△ 584,266

0
0
0
0

△ 7,257,085
4,089,852

47,973
12,530

13,332,230

（自　2010年3月1日　至　2011年2月28日）
（単位：円）

キャッシュ・フロー計算書



Ⅳ． 現金及び現金同等物の減少額

Ⅴ． 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅵ． 現金及び現金同等物の期末残高

（注）　キャッシュ・フロー計算書における現金及び現金同等物の範囲

6 その他の決算関係書類の内容を補足する主要な事項

(1) 資産の内容
① 現金預金明細表

② 供給未収金明細表
ⅰ) 内訳

ⅱ) 回収状況

③ 有価証券明細表
該当するものはありません。

④ 商品及び貯蔵品明細表

6,122,164

79,313,856

85,436,020

0

（単位：円）

（単位：円）
内訳

91.86302,725,700

貯 蔵 品
0
0

商 品

一 般 商 品 （ 物 販 ）
書 籍
食 材

22,694,571 306,861,345

科目

期末残高 回収率期首残高 当期発生高 当期回収高

合計 26,830,216

30,436,020

普 通 預 金

36,414,906
649,757

26,830,216

そ の 他

合計 0

9,026,911
金額内訳

（単位：円）

当 座 預 金
5,697,563

定 期 預 金

ク レ ジ ッ ト 未 収 金

合計

79,313,856

23,481,777

8,793,316

23,481,777 △ 19,926,418
0 0

43,408,195
0

そ の 他 1,910,751

（単位：円）
当期増減額期末残高期首残高区分

金額
売 掛 16,126,149

△ 4,099,035
1,256,680 147,617

現 金 9,796,598
1,109,063

（単位：円、%）

1,109,063
43,408,195

54,313,856

現 金 9,796,598

△ 23,877,836

0
55,000,000
85,436,020

0
25,000,000

現 金 及 び 現 金 同 等 物

当 座 預 金
普 通 預 金

（単位：円）
期末期首項目

合計 46,091,574

事 業 連 合 預 け 金
定 期 預 金

5,697,563
1,256,680



⑤ 立替金明細表

⑥ 貸付金明細表

⑦ 差入保証金明細表

(2) 負債の内容

① 買掛金明細表

② 未払金明細表

③ 未払法人税等明細表

④ 預り金明細表

そ の 他 6,239,932
合計 7,237,483

56,565,294

（単位：円）
金額

870,429

0

（単位：円）

289,691
金額

0

所 得 税 ・ 住 民 税 127,122

合計 289,691

社 会 ・ 労 働 保 険
内訳

合計 13,000,000

53,457,217

法 人 税 等 に は 、 住 民 税 が 含 ま れ て い る 。
法 人 税

大 学 生 協 東 京 事 業 連 合

（単位：円）
金額

3,108,077

0
合計 0

（単位：円）

（単位：円）

横 浜 地 方 法 務 局

金額

13,000,000

0 0
0 0

（単位：円）

0
期首残高 期末残高 当期増減額

97,320
雇 用 労 働 保 険 818,139

合計

内訳 金額

内訳

合計

合計
そ の 他

内訳

内訳

差入先

そ の 他

0

金額

（単位：円）

0

915,459

区分





横浜市立大学生活協同組合 殿 

 

総代会へのメッセージ 

 

貴生活協同組合総代会のご盛会を心よりお祝い申し上げます。また、組合員・役職員の

皆様方の日頃のご努力に深く敬意を表しますとともに、当会並びに大学生協運動の発展に

多大なるご協力をいただき、あらためて感謝申し上げます。 

 

 ３月１１日に東北三陸沖を震源地として発生した地震と津波は甚大な被害をもたらし、

東日本大震災の死者・行方不明者は２万５千人に達しています。震災でお亡くなりになっ

た方々や被災された多くの皆様に心よりお悔やみとお見舞を申し上げます。 

震災発生から２ヶ月を経過した現在でも全国で約１２万人の方が避難生活を強いられて

います。さらに、東京電力福島第一原子力発電所の事故による影響は今なお収束の目処も

立っておらず、国民生活への甚大な被害をもたらしています。また、今回の大震災により

学生・教職員の生活や大学、そして会員生協も大きな被害を受けました。学生総合共済の

事故受付で５月６日までに把握されている状況では、８名の学生組合員と４２名の扶養者

の方が亡くなられています。 

このような中で被災地の大学生協は、震災発生直後より被災者への炊き出しや大学が実

施する学生の安否確認への協力、被災者の共済給付の相談活動などに積極的に取り組みま

した。また、全国の大学生協でも、震災直後から救援募金を呼びかけ、被災地域への食料・

日常生活品の救援物資の送付、ボランティアの派遣など被災者を支える活動に日本生協連

や地域生協、様々なＮＰＯ団体とも協力しながら取り組んできました。このような活動に

多くの組合員のみなさんが積極的に協力をいただいたことに改めて感謝と御礼を申し上げ

ます。 

現在、全国大学生協連では、｢震災でご父母等を亡くされた方と自宅・実家が全壊した学

生・院生の方へお見舞金｣を送る活動を実施しています。対象になる学生組合員は全国で約

２０００名を想定しており、一人３万円のお見舞金を支給するために、総額で少なくとも

６千万円の資金が必要になっています。被災された学生組合員の皆さんが学業を断念する

ことがないよう、全国の皆さんからの暖かい支援を必要としています。この機会に全国の

会員生協の皆さんに、今回のお見舞金活動を支えるため、募金活動にご協力いただくよう

あらためて呼びかけます。 

 

日本経済は震災以前から景気低迷が続き、今回の震災の影響でさらに経済状況の悪化が

すすみ、組合員の日常生活や就職状況にも深刻な影響を及ぼしかねません。全国の会員生

協と全国大学生協連では、日々の事業活動や大学への協力を通じて学生への経済的支援に

取り組んでいる他、初年次教育や就職・キャリア支援の取組み、健康的な食生活を支える

活動や留学生の生活支援など幅広い学生支援活動に積極的に取り組んでいます。大学を取

り巻く環境や高等教育への国の予算確保が厳しい状況のなかで、学生支援の活動を広範な

大学関係者とも協力しながら積極的に取り組んでいきましょう。 

 

今回の震災では、広い地域が被害を受けており、被災地の復旧・復興には、長い年月が

かかると見込まれています。厳しい時だからこそ、協同と連帯の力を発揮して、組合員ど

うしが支え合い、助け合う生活協同組合の理念を大切にした活動をすすめていきましょう。

全国 150 万人の組合員の皆さんとともに貴生協の益々のご発展を心から祈念し、メッセー

ジとさせていただきます。 

2011 年 5 月吉日 

 

全国大学生活協同組合連合会 

会長理事  庄司 興吉  
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６月２０日（月）～２４日（金） 

７月１９日（火）～２２日（金） 

Ｔｕｏカード 

５％ＯＦＦキャンペーン!! 
Ｔｕｏカードを生協食堂で使うと 

なんと５％ＯＦＦ 

６月１３日（月）～１７日（金） 

７月１１日（月）～１５日（金） 

よこいちメール・WEB 読者 
５％ＯＦＦキャンペーン！ 

 

横浜市立大学生活協同組合 

  ホームページ http://www.ycucoop.or.jp 

    ブログ    http://www.yculife.jp/ycu  

よこいちメール登録方法 

１. ＱＲコードを読み込む 

２. 新規購読を選択し、手順に沿って登録していく。 

よこいちＷｅｂ 

http://ycucoop.jugem.jp/にアクセス！！ 

 

http://www.withinavi.org/ycu 


